
地域生活を支えるリハビリテーションの新たな展開 
 この研究集会は、全国の自立訓練サービス事業所の職員等が、障害者の地域生活を支える

取組やリハビリテーションについて研究発表等を行い、支援の質の向上を目指すものです 

 

日 程 令和８年１１月２５日(水)～２６日(木) 

会 場 ライトキューブ宇都宮 

 (JR 宇都宮駅東口直結 改札口から徒歩２分)  

  主  催 全国障害者自立訓練事業所協議会 

  後  援 栃木県  宇都宮市 

大会事務局 地方独立行政法人栃木県立リハビリテーションセンター 

障害者自立訓練センター(駒生園) 

問い合わせ 参加申込、参加費払込：TEL:028-623-6101(担当 石島、見目、金田) 

研究発表資料：TEL:028-623-6310(担当：須藤、石塚、渡辺) 

 E-mail : rehaken2026@tochigi-riha.jp 

◆参加申込み 右の QR コードからお申込みください 

◆申込期限 令和８年９月４日(金) 

◆参加費 会  員 8,000 円  

非会員 11 月 25 日～26 日 【全日程】 10,000 円 

  11 月 25 日午前のみ【基調講演、行政説明】 3,000 円 

  11 月 25 日午後のみ【特別講演、分科会】 3,000 円 

  11 月 26 日のみ【シンポジウム、座談会】 4,000 円 

 

参加申込 

協議会サイト 



１日目 

「重度障害者の社会参加とピアサポート 

～株式会社障碍社の取り組みの紹介～」 

㈱障碍社 代表取締役 安藤信哉 氏 

(座長)栃木県立ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ 

理事長兼所長 山形崇倫 氏 

「障害福祉サービスの現状と課題 

～令和 9年度 障害福祉サービス等報酬改定に

ついて～」 

厚生労働省 社会・援護局 障害保健福祉部 

障害福祉課 自立支援給付専門官・ 

障害福祉専門官 原 雄亮 氏 

「基礎講座 ＳＩＭの仕組みと活用の仕方」 
全国障害者自立訓練事業所協議会 

副会長 小島正平 氏 

講演Ⅰ 

「高次脳機能障害者支援法施行後の支援体制整備 

～栃木県の取組～」 

栃木県保健福祉部 障害福祉課 

副主幹 服部 裕 氏 

講演Ⅱ 

「「高次脳機能障害者支援法成立を受け、私たち

（自立訓練）ができることとは？」 

日本高次脳機能障害友の会 会長 片岡保憲 氏 

(座長)栃木県立ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ  

医療局長兼診療部長 船越政範 氏 

分科会Ⅰ 支援プログラムに関する取り組み 

分科会Ⅱ 高次脳機能障害に関する取り組み 

分科会Ⅲ 就労支援に関する取り組み 

分科会Ⅳ ﾓﾋﾞﾘﾃｨ(移動支援)に関する取り組み 

 

２日目 

全国障害者自立訓練事業所協議会活動報告 

※会員限定企画 

「地域生活を支えるリハビリテーションの新たな展開

～多様な視点からモビリティを考える～」 

東京都ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院 研究支援室長・ 

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科部長 武原 格 氏 

千葉県立保健医療大学 

教授 藤田佳男 氏 

㈱ｵｰﾄﾃｸﾆｯｸｼﾞｬﾊﾟﾝ 事業開発統括部技術開発部 

ｾﾞﾛﾗﾎﾞ 技術主幹 山崎 宏 氏 

(座長)栃木県立ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ 

 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ部 副部長 兼 

施設部 自立支援課 自立訓練科長 土屋綾子 氏 

「高次脳機能障害者支援法と自立訓練」 

戸田中央ﾒﾃﾞｨｶﾙｹｱｸﾞﾙｰﾌﾟ（TMG)本部 

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ医療特別顧問 渡邉 修 氏 

厚生労働省 社会・援護局 障害保健福祉部 

障害福祉課 障害福祉専門官 山口麻衣子 氏 

名古屋市総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ 

副ｾﾝﾀｰ長 鈴木智敦 氏 

全国障害者自立訓練事業所協議会 

会長 菊地尚久 氏 

日本高次脳機能障害友の会 

会長 片岡保憲 氏 

(進行)全国障害者自立訓練事業所協議会 

副会長 小島正平 氏 

 

 

 

開会式 10:00–10:20 

基調講演 10:20–11:50 

行政説明 11:50–12:30 

ランチミーティング 12:45–13:15 

特別講演 13:30–14:40 

研究発表・分科会 14:50–17:00 

活動報告 9:00–10:00 

シンポジウム 10:00–11:15 

座談会 11:25–12:40 

閉会式 12:40–12:50 


